
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１１月 4日広島県立沼隈特別支援学校の学校へ行こう週間に 

11 名の地域の方と参加しました。 

障がいのあるこどもたちがどんな風に学んでいるのか、学校での 

様子や活動を沼隈特別支援学校の先生に紹介していただきながら、 

授業を見学しました。参加した方からは「生徒を身近に感じることが 

できた。」「初めて知ることばかりで驚いた。今後の生活や仕事に役 

立てていきたい。」などの感想をいただきました。 

この事業を通して、障がいをもつ人たちへの思いやりと理解を広げ 

るきっかけとなれば、と思います。 
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発 行 

南部地域振興課(沼隈支所３階) 

福山市沼隈町草深 1889番地 6 
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Web は 
こちらから 

人権・平和・環境 

E-mail: nanbu-chiikishinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp 

福山市ホームページ（URL:http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/）から「みなみ風」で検索！ 



福山市 協働のまちづくり     🔎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  協働のまちづくり推進事業報告書とは…？ 

    各学区（町・地区）まちづくり推進委員会が昨年度実施した事業の内容と成果・課題、特色 

ある取組等を取りまとめたものです。 

報告書は毎年福山市ホームページに掲載しています。まちづくり推進課のページのほか、 

各交流館のホームページでも掲載されています。 

 

 

👈こちらの二次元コード 

                                               からも見ることができます。 
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済美校区人権問題講演会を開催しました！ 

１０月４日（土）、瀬戸コミュニティセンターで済美校区人

権問題講演会を開催しました。ふくやまピースラボに参加し

ている株本海環子さん、神垣光甫さん、第２３代高校生平和大

使で、EXPRESS HIROSHIMA プロジェクト代表の梶原百恵さん、

広島市立基町高等学校で「原爆の絵」の制作をされた大迫美晴

さん、小川美波さんをお迎えし、若い世代が、戦争体験をどう

感じ、つないでいこうとしているのかお話しいただきました。 

 講演会の中で、「戦争や平和に対して無関心でいることが恐ろしい。」「自分は知っている」と信じき

ることが最も恐ろしいことだと思う。自分は知っていると思うとそれ以上は知ろうとしなくなる。」と

いう言葉が強く心に響きました。現在も世界では戦争をしていて、無関心ではいけないということが

心に強く残りました。「一人の力で戦争を止められるわけではないけど、世界中の人が平和を考えれば

変わっていくのではないか。」「微力だけど無力じゃないと信じて活動していきたい。」という思いで若

者が活動をしていることも聞き、平和と人権を守るために自分たちが何ができるのかを改めて考える

時間になりました。 

 

協働のまちづくり推進事業 

２０２４年度報告書を見てみませんか？ 

新しい取組の 

参考になるかも！？ 



 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主   催：山手コミュニティセンター・瀬戸コミュニティセンター 

協力団体：能登原まちづくり推進委員会／千年地区まちづくり推進委員会 

     常石ともにまちづくり推進委員会／山南学区まちづくり推進委員会 

 

 

応募いただいたメッセー

ジを、ツリーやキャンドル

でライトアップします。 

福山空襲を経験した人から聞いたことを、絵本風

にまとめたものです。 
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児童生徒人権平和作品展 

２０２５年度（令和７年度） 
 

 

 

 人権週間に合わせて実施する「２０２５ふくやま人権・平和フェスタ」の一環として、児童生徒人権平和

作品展を開催します。市内の児童・生徒が作成した人権平和やユニバーサルデザインに関する作品を展

示します。 ぜひお立ち寄りください。 

展示期間：１２月４日（木）から１２月１０日（水） 

展示場所：ぬまくま交流館（沼隈図書館） 

１階展示室 

       （福山市沼隈町常石１８１０） 

 

 

 

 

児童虐待防止推進月間に合わせて、沼隈支所１階でパネル展示を行いました。 

未来への懸け橋であるこどもは、一人の人間として尊重されるべき 

存在です。児童虐待は心身に深刻な影響を与える重大な人権侵害で 

あり、体罰も含まれます。本市における児童虐待に関する相談対応 

件数は、増加傾向にあります。虐待する側が悩みを抱えている場合もあることからも、

こどもの人権を尊重する社会を築くためには、個別の家族の問題として捉えるのでは

なく、地域など社会全体でこどもを見守り、支えていくことが大切です。 

 

「虐待かも」と思ったら、 

児童相談所虐待対応ダイヤル 

「１８９（イチハヤク）」へ 
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２０２４年度展示作品 


